












3-5　アーム角度の調整3-5　アーム角度の調整

3-6　アーム位置の確認と調整3-6　アーム位置の確認と調整

3-7　側板の取付とコーキング3-7　側板の取付とコーキング

アーム位置の調整又はキャンバスの取り付け・交換等によりアーム位置がズレた場合は、前アーム先端の前枠
金具を左右にスライドさせて調整を行って下さい。

側板をタッピンねじで固定した後、建物と本体ブラケットの
間をコーキングして下さい。
現場の状況に応じてバックアップ材をご使用下さい。

本体を設置した際、前枠が水平になっていない場合はアーム角度の調整をします。
調整する際は、前枠が下がっている方に合わせて下さい。

［1］調整の準備
　　サイドブラケットの固定ボルト（２本）を緩めて
　　下さい。

［2］アーム角度の調整方法
　　正面側の角度調整ボルトを、六角棒スパナで回し
　　角度調整を行って下さい。調整後、固定ボルトを
　　確実に締め、角度調整ボルトを締めて下さい。

[ 注意 ]

※工具、六角棒スパナを回す際は、アームを支えながら（持ち

　上げながら）行って下さい。

※固定ボルト（M10）は確実に締めて下さい。締め付けがあまい

　と、　破損の原因となります。

アームがキャンバスに当る

アームが前枠に当る

上アーム

前アーム

巻取パイプ

○平行

×内側

×外側

前アーム前枠金具

六角穴付きボルト (M6×15)

※六角棒スパナ（呼び 5）使用

固定ボルト

（六角ボルト）（M10×40）

緩める

締める

工具（呼び 17）

（ソケット等）

角度調整ボルト

（六角穴付きボルト）（M8×35）

六角棒スパナ

（呼び 6）

アーム上昇

アーム下降

コーキング材

コーキングガン下ケース

上ケース

側板

十字穴付きタッピングねじ

（φ4×35）
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［3］駆動輪の取り付け

　　駆動軸のクリップが「カチッ」と音がするまではめ込みます。

　　※外す場合は２ヶ所のクリップを摘んだ状態で、駆動輪を引き抜いて下さい。

　　　強引に引き抜くとクリップが破損します。

［4］モーターの組み込み

　　駆動輪を巻取パイプの突起に合わせモーターをはめ込み、モーターの根元の凸部を巻取りパイプの凹部に
　　合わせてはめ込んで下さい。

［5］モーターサポートの取り付け

　　モーターサポートをモーターヘッドへはめ込み、セットリングと十字穴付タッピンねじで固定して下さい。

［注意］

 　セットリングはモーターサポートにセットした状態でモーター

 　ヘッド部分にはめ込みます。タッピンねじ取り付け部分を手で

 　押し開いてやるとはめ込みやすくなります。

十字穴付きタッピンねじ

(φ5×15)

※それぞれの穴位置を合わせる

クリップ (2 ヶ所 )

駆動軸

駆動輪

十字穴付きタッピンねじ (φ5×10)

駆動輪ストッパー

モーターサポート

セットリング

モーターヘッド

巻取パイプ

駆動輪
モーター（凸部）

モーター
巻取パイプ（凹部）

巻取パイプ
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5-1　結線方法5-1　結線方法

送信機本体 ホルダー

巻き取り

停止

張り出し

ランプ

50Hz 60Hz

初期電流
(A)

モーター

表示番号

定格トルク
(Nm)

品番
定格時間
(分)

リミット
回転数範囲

重量
(kg)

全長
(mm)

回転数(rpm) 消費電流
(A)

単相AC100V(50/60Hz)

種別

M15RTSアルタス 515R3ARTS 15 12 14 1.15 1.50 5 200 1.85 613

※モーター線のアースは現場の状況に応じた処置を施して下さい。　

［5］モータープラグの脱着
　　モーター交換時に差し替えが可能です。

［4］ジョイントボックス内の接続

　　巻取り、停止、張り出しボタンを操作すると、
　　受信機がそれぞれの動作をします。
　　※ホルダーを取り付ける際は、付属の十字穴付き皿木ねじ、

　　　フィッシャープラグで固定して下さい。

［6］リモコン

［3］付属品

　　①開・閉シール（各 1枚）　　　　②電源プラグ付きコード（３ｍ）　　　　③モーターコード（１ｍ）
　　④ジョイントボックス（１個 )　　⑤圧着端子 (２個 )

　　[ 注意 ]付属品の③モーターコード（1ｍ）はモーターに取り付けた状態で出荷となります。

※消費電力（W（VA））の算出方法は、電圧（V）×消費電流（A）です。
※定格時間（分）は、モーターが定格トルクを継続して動作する時間。
※アルタスモーターは、一回の送信機操作で動作可能時間は最大 3分です。3分経過により停止した場合、再度送信機を操作する事で
　アルタスモーターは動作します。（但し、サーマルプロテクタの動作は除く）
※電源電圧は、AC95 ～ 107V の範囲で使用しないとモーターは正常に動作せず、破損の原因となる場合があります。
※使用温度範囲：-10 ～ +40℃

　　モーターコードと電源プラグ付きコードをジョイトボックス内で結線して下さい。

［1］結線

※屋外配線の場合、必ず U字結線を行って下さい。

※モーター線の緑コードはアース線ですので、現場の状況に応じた設置方法をお取り下さい。

［2］モーター仕様（15N アルタスモーター）

ジョイントボックス
モーター

白

黒

白

緑:アース

黒

圧着端子

モーターコード：1m

（3 芯×0.75mm ）2

電源プラグ付きコード：3m

（2 芯×0.75mm ）2

モーターヘッド

モータープラグ

十字穴付き皿木ねじ

（付属品）

フィッシャープラグ

（付属品）

十字穴付きタッピンねじ (φ3.5×10)

圧着端子

アース線（緑）

モーター線

AC100V コンセントへ
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5 結線



6-1　動作不良時の解決事例6-1　動作不良時の解決事例

施工、使用時等でトラブルが発生した場合、以下の項目を確認して下さい。解決できない場合は直ちに作業
及び操作を中止して購入元へご確認下さい。

①モータから作動音はしているが動かない。

　●駆動輪が所定通り固定されていますか？　

　●キャンバスが凍結していませんか？

　●モーターには AC100V の電源がきていますか？

　　→電圧が 95 ～ 107V の範囲でないとモーターのブレーキ回路が作動せず正常に動作しません。テスター等で電圧を確認して下さい。

②モーターから異常音がする。

　●配線、結線は正しく接続されていますか？

　●モーターには AC100V の電源がきていますか？

　　→電圧が 95 ～ 107V の範囲でないとモーターのブレーキ回路が作動せず正常に動作しません。テスター等で電圧を確認して下さい。

③キャンバスの張り出し及び巻き取り時、途中でストップ又は全く動かない。

　●モーターには AC100V の電源がきていますか？

　　→電圧が 95 ～ 107V の範囲でないとモーターのブレーキ回路が作動せず正常に動作しません。テスター等で電圧を確認して下さい。

　●配線、結線は正しく接続されていますか？　

④当初は作動したが、その後動きが不安定、或いは作動しなくなった。

　●AC200V の電源を使用していませんか？

　　→過電圧によりモーターが破損します。テスターで電源を確認して下さい。

　●モーターを水のかかる場所へ設置していませんか？

　　→多量の水がかかると錆びたりショートしたり故障の原因となります。

⑤連続又は継続的に操作しているうちにモーターが動かなくなった。

　●モーターを連続又は断続的（約５分間）に作動させませんでしたか？

　　→モーター内部が高温になると内蔵されているサーマルプロテクタにより一時的に自動停止します。故障ではありません。温度が

　　　下がると再び作動します。（30 分以上で復帰）

⑥停止位置にムラがあったり、全く停止しなかったりする。

　●巻取パイプにモーターが正しく装着されていますか？

⑦キャンバスの張り出し及び巻き取り時に停止位置のズレが大きい。

　●キャンバスが正しく巻取パイプに巻き取られていますか？　

　●キャンバスの巻きズレはありませんか？

　●モーターの駆動輪が所定通り装着されていますか？

⑧使用中にモーターの動作音はするがキャンバスが巻き取れなくなった。

　●モーターの駆動輪が所定通り装着されていますか？

　　→巻取パイプ内の駆動輪が外れた可能性があります。モーターを外して確認して下さい。

⑨リモコンで操作ができない

　●受信機に送信機の登録を行いましたか？

　　→別冊「コントロールマニュアル」を参照して下さい。

　●送信機でのボタン操作で、連続又は間欠的にボタンを押しましたか？

　　→送信時間が５秒に達すると自動的に２秒間の休止時間が設定されますのでご注意下さい。（電波法による）

　●送信機の電池切れ又は電池の±は正しく装着されていますか？

　　→通常、ボタンを押すと LED が点灯します。

　●送信機の電波が届く範囲にいますか？

　　→動作距離は壁を隔てて約 20ｍです。（壁とはコンクリート 150 ㎜厚での場所）

　●受信機に AC100V の電源はきていますか？　

　●配線、結線は正しく接続されていますか？
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6 確認事項




